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地域金融強化プラン
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地域金融力の発揮

• 人口減少、少子高齢化、その他の環境変化に直面する地域が持続的に発展を目指す中で、地域金融の地域経済に貢献
する力（＝地域金融力）への期待が強い

内外ﾌﾟﾚｲﾔｰ
との連携

M&A・事業承継
経営改善

事業再生支援 企業価値担保権 スタートアップ
支援

経営者保証に
依存しない融資

地域企業の
DX支援

地域課題の
解決

地域活性化 資本性資金供給
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地域活性化
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地域活性化  ～ まちづくり

“まち”に根差す
ビジネスの創出
“まち”に根差す
ビジネスの創出

雇用の創出雇用の創出

関係人口の増加関係人口の増加

2026年4月1日設立
しずおかまちづくりコンサルティング

• 第2次中期経営計画（FY2026－2028）では、地域の人口減少に正面から向き合う挑戦として、「まちづくり」に取り組み、
長期スパンでの地域貢献を目指す
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事例① 古民家再生宿「日本色」取得支援

事例② 静岡市アリーナ整備・運営

事例③ 浜松アクトタワー取得支援

商号 SFG不動産投資顧問株式会社（略称：SFGR）

代表者 代表取締役社長 渡邉敬博

本店所在地 静岡県静岡市駿河区南町11番1号

設立日 2023年11月16日

資本金 100百万円

事業内容 不動産私募ファンドの組成・運用に対する投資助言等

株主 しずおかフィナンシャルグループ（100％）

SFG不動産投資顧問の設立

JR東海道線「用宗駅」徒歩圏内にある古民家再生宿「日本色」

不動産私募ファンドを活用し、2棟の信託
受益権を取得
SFGRがサブアセットマネジメント業務を受託

観光資源の保護、観光地の活性化に貢献

JR東海道線「東静岡駅」すぐに静岡市アリーナを建設予定

NTTドコモをはじめとする構成企業10社、
協力企業7社で「The Shizuoka Alliance」
を立ち上げ、アリーナの整備に着手

SFGRは構成企業の1社として本事業に参画

JR東海道線「浜松駅」直結のランドマークタワー

静岡銀行、SFGR、地元企業でファンドを組成し、
浜松アクトタワーにかかる信託受益権を取得

SFGRがアセットマネジメント業務を受託
地元企業と連携し、にぎわい創出に取り組む



スタートアップ支援
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スタートアップ支援 ～ TECH BEAT Shizuoka 

• 静岡銀行と静岡県が共催している地域企業とスタートアップ
企業の架け橋となるビジネスマッチングイベント

• 地域企業とスタートアップ企業のマッチングを促進し、
地域に新しい価値とビジネス革新の機会を提供

来場者数：10,125名
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TECH BEAT Shizuoka 2025

イベント名 参加者数※ 商談件数

第1回 TECH BEAT Shizuoka 3,300名 440件

第2回 TECH BEAT Shizuoka for Agri 2,459名 90件

第3回 TECH BEAT Shizuoka 2020 12,346名 320件

第4回
TECH BEAT Shizuoka 
for Medical Startups

2,815名 14件

第5回 TECH BEAT Shizuoka for Agri 2,034名 79件

第6回
TECH BEAT Shizuoka 
for Blue and Green Economy

2,494名 30件

第7回 TECH BEAT Shizuoka 2021 1,987名 163件

第8回 TECH BEAT Shizuoka 2022 3,005名 276件

第9回 TECH BEAT Shizuoka 2023 5,474名 337件

第10回 TECH BEAT Shizuoka 2024 7,622名 647件

第11回 TECH BEAT Shizuoka 2025 10,125名 670件

2025年7月24日、25日、26日

スタートアップ出展：178社

・日本企業 162社
・海外企業（インド、アメリカ、中国、韓国）16社

※オンライン視聴者数含み



スタートアップ支援 ～ 地域企業との連携・ベンチャー企業のサポート

ベンチャー企業への出資

（億円）

ベンチャー企業195社に395億円を実行

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度
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15

72 

395 

100

200 

300

400 

静岡銀行と取引のあるスタートアップ
企業73社の技術・サービス等を掲載
したカタログを発行

ベンチャーデットの取り組み

Shizugin Startup Catalog

地域企業へ配付し、スタートアップ
企業との連携によるイノベーション創出
を支援 

静岡ミライ共創財団の設立
49VCファンドに362億円を出資

212 

288 

名 称 一般財団法人静岡ミライ共創財団

理事長 中西 勝則（静岡銀行 特別顧問）

活動内容

・交流、連携・協働を促進するイベント、プログラムの
企画、運営、実施

・新規事業創出、地域課題解決に資する活動等に
対するコンサルティング、伴走支援、助成・補助等

活動原資 約5億円／年（予定）

設立年月 2026年7月 （予定）

自社株式を有利発行し、地域活性化に貢献する活動
原資を創出



M&A・事業承継
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事業承継・M&A

事業承継・M&A課題解決件数

静岡県内企業の後継者不在率
後継者不在率

2021年   2022年  2023年  2024年  2025年

57.5％

53.6％
51.9％

57.5％

48.0％

（出典）㈱帝国データバンク特別企画：静岡県「後継者不在率」動向調査 10

2021年度  2022年度  2023年度 2024年度  2025年度

M&A成約事業承継・M&A課題解決 コンサルティング契約受託

43

53

66
73

65

250

77 99 122 124 98

334 360
300

311

次世代経営者塾「Shizuginship」

静銀経営コンサルティング

次世代を担う若手経営者の経営資質向上を支援し、
地域企業や静岡県経済の発展に貢献することを目的
とした会員制サービス

会員数：674社／1,012名

2025年度活動実績
イベント開催：52回
参加者数：1,317名

2000年に経営コンサルティングの役割
を担うグループ会社として設立

M&A、事業承継、DX、J-クレジット
創出など、お客さまの課題に合わせた
コンサルティング事業を展開

静岡銀行と連携し、経営者のご意向
や事業展開、事業以外の側面も考慮
しながら、親族内承継やM&Aを支援



地域企業のM&A事例

チヨダスポーツ 澤入元代表チヨダスポーツ 澤入元代表 シラトリ 西丸社長シラトリ 西丸社長

後継者問題の解消

「思い出が詰まった店を引き継いで
もらい、感謝の気持ちでいっぱい。」

「スポーツインフラを守り、
子供たちをサポートしていく。」

・ 地域の信用金庫と協業し、後継者不在で廃業を視野に入れていたスポーツ用品店の事業承継を実現
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アライアンスを活用したM&A事例 ～ 自動車産業の変革支援

「Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
の 

“広
さ
” 

と

古
橋
の 

“深
さ
” 
を
組
み
あ
わ
せ
れ
ば
、

提
案
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
め
る
と
確
信
し
て
い
る
」

（峰
澤
副
社
長
）

• 静岡・名古屋アライアンスのネットワークを活用した広域連携により、両行取引先におけるM&Aが成就
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譲
渡
企
業

会社名 株式会社古橋

代表者名 代表取締役 飯田 孝

所在地 静岡県浜松市中央区安松町37番地の15

事業内容 切削工具、設備機械卸売業

譲
受
企
業

会社名 株式会社MINEZAWA

代表者名 代表取締役 峰澤 彰宏

所在地 愛知県岡崎市井田南町4番地5

事業内容 機械工具、配管資材、マテハン機器等販売

切削工具の卸売がメイン パーツ単品から産業用ロボットまで幅広い商材を取扱



ご清聴ありがとうございました。
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